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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○管理職及び一般教職員対象の研修会の充実
（入間市人権教育研修会3回、西部地区人権教育実践報告会、入間地区人権
教育研究集会、入間市人権教育実践報告会を実施）

計画通り実施

入間市人権教育研修
会2回実施。西部地区
人権教育実践報告
会、書面開催 。入間
地区人権教育研究集
会、担当校各2名参
加。入間市人権教育
実践報告会、宮寺小
発表。

5

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点から、入間市人権教育研修会は2回
の実施、西部地区人権教育実践報告会
は書面開催、入間地区人権教育研究集
会はオンライン開催、入間市人権教育実
践報告会は文書発表とし、状況に応じた
開催ができた。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえ、事業を継続し、取組内容の充
実を図る。

学校教育課

○入間市人権教育推進委員会による小・中学校で活用できる指導資料の作成 指導資料を2本作成 指導資料を2本作成 5

人権教育に視点を置いた教員の資質向
上に寄与する資料を作成することができ
た。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえ、事業を継続し、取組内容の充
実を図る。

学校教育課

○「人権標語」「人権作文」への積極的応募・出品（全小・中学校を対象） 全小・中学校（27校） 27校出品 5 計画通り実施できた。 事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○男女混合名簿の導入 全小・中学校（27校） 27校で実施 5 計画通り実施できた。 事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○人権問題講演会・人権啓発講座等の開催
人権問題講演会、人
権啓発講座の開催

人権問題講演会1回
（オンライン配信）、人
権啓発講座5回のうち
3回の開催

4

人権啓発講座は、公民館と共催で実施し
た。今年度は、オンライン参加にも対応し
たことで、会場参加ができない人も参加
することができた。人権問題講演会は、
動画投稿サイトでの限定配信にて実施
し、107件の視聴があった。

地域課題に則したテーマの取り上げてい
くために、事業内容の検討や講師選定、
フィールドワークの視察先選定が課題で
ある。

社会教育課

○小・中学校ＰＴＡにおける人権教育推進事業の実施

人権教育推進事業
PTAを指定し、2回以
上の人権教育事業の
開催

指定した5校のPTAで
1～2回の人権教育推
進事業の開催

4

指定PTAは各2回の開催を計画していた
が、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、1回～2回の開催となった。

人権課題は多岐にわたるため、テーマ設
定のほか、人権感覚を持ったPTA役員や
公民館職員の育成が課題である。

社会教育課

○人権教育実践報告会の開催
人権教育実践報告会
の開催

人権教育実践報告会
は報告書を作成し関
係団体に送付

4

新型コロナウイルス感染症拡大防止によ
り発表事例が少ないため入間市人権教
育実践報告会は開催せずに報告書を作
成した。

人権課題は多岐にわたるため、テーマ設
定のほか、人権感覚を持ったPTA役員や
公民館職員の育成が課題である。

社会教育課

○人権教育推進協議会の開催 3回開催 3回開催 5

「性的少数者の人権に関する教育を推
進するために」をテーマに、3回開催し、
提言書を提出することができた。

人権教育の円滑な推進を図り、明るい未
来の地域づくりに寄与するために、どの
様な活動ができるか検討する必要があ
る。

社会教育課

○視聴覚教材の購入と貸し出し
人権啓発DVDの購入
と貸出

啓発DVD2本購入、視
聴者数2,625人 5

啓発DVDについては新たに2本購入し、
視聴覚教材をより充実させることができ
た。また、貸し出しについても活発に行わ
れ、視聴者数も延べ2,625人となり、多く
の市民へ啓発を行うことができた。

啓発DVDについては、大変高価であるた
め、多様化する人権問題に対応できるも
のを精選して購入する必要がある。ま
た、過去に導入したビデオの中には、今
後も視聴できる内容のものもあり、これら
を新たにDVDとして購入する必要があ
る。

社会教育課

○啓発用品の作製と活用 人権啓発用品の作製
啓発用品（ウェット
ティッシュ）の作製と
事業での活用

5
ウェットティッシュの作成を行い、各事業
において啓発活動を行うことができた。

啓発用品を配布する機会を増やす必要
がある。

社会教育課

○県・西部地区・運動団体等が開催する研修会等への参加 計画通り参加 計画通り参加 5 計画通り参加できた。
参加者について偏りが見られるため、
リーダーとなる職員の育成が課題であ
る。

社会教育課

4.6

政策１　人権教育　
第１項　人権の尊重と権利の擁護

5.0

（１）人権施
策の推進

①人権の
啓発

②人権教
育の推進
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

（１）人権施
策の推進

①人権の
啓発

②人権教
育の推進

○人権への意識を高める学習機会の提供

学習課題を積極的に
取り上げ、参加者の
満足度が高い事業を
実施する

10事業 4 4

実施内容、関係機関等の専門性を活か
した事業実施、参加者数、参加者の満足
度から算出

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、2事業が中止になり、全公民館で
は、人権事業を実施できなかった。実施
内容の工夫や関係課との連携強化が必
要である。

公　民　館

○戦争体験者等による「平和を願う講演会」を実施（全中学校を対象） 全中学校(11校) 9校で実施 4

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点から開催できなかった学校が２校
あった。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえ、事業を継続し、取組内容の充
実を図る。

学校教育課

○「平和ポスターコンクール」への積極的応募・出品（全小・中学校を対象） 全校に依頼 83点の応募 5 計画通り実施できた。 事業を継続し、取組内容の充実を図る。 学校教育課

（２）平和施
策の推進

①平和意
識の高揚 4.5

第１項　人権の尊重と権利の擁護
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○生涯学習情報紙「かがやく」の発行 年1回発行 1回発行 4

編集委員の不在によりこれまでどおりの
取材、編集が困難な状況となり、発行形
態を見直した。印刷物としての単独発行
ではなく市報紙面での掲載に向けて調整
を行い、令和4年度からは「広報いるま」
コラム欄での掲載が可能となった。本年
度は紙面発行ではなく、リニューアル版
第１号のWEB限定版として市HPへ掲載
し、市民の生涯学習活動の支援と情報
提供の継続に努めた。

昨年度から引き続きボランティア編集委
員の募集をするも応募者はなく、財政面
からも編集・発行形態の見直しが必要な
状況であったことから全面的にリニュー
アルを実施した。「かがやく」のタイトルと
市民による生涯学習情報の提供というス
タイルは継続し、市内で活動している
サークルや団体等の活動のPRや会員募
集などを団体等に執筆依頼して掲載する
形とした。掲載媒体は変わった（R４から
は市報上）が、休刊することなく発行する
ことで今後も市民への情報提供に努め
る。

社会教育課

○インターネット等を活用した学習情報の提供

市公式ホームページ
に加え、生涯学習を
すすめる市民の会Ｈ
Ｐで様々な生涯学習
情報を提供する

計画通り実施 5

市公式HP及び生涯学習をすすめる市民
の会ＨＰ「いるまなびとサイト」での学習
情報においては、常時更新に努め、新し
い学習情報の提供をすることができた。
また、生涯学習フェスティバルの成果物
（動画）を「いるまなびとサイト」の団体紹
介ページに活用した。

「いるま学びの場」（生涯学習サークル・
教室情報一覧）のホームページ掲載につ
いては、システム上閲覧しにくいところも
あるが、分野別に分けるなどできる限り
工夫をし、こまめな更新に努める。

社会教育課

○「生涯学習茶の都出前講座」の充実 年間40回以上の実施 18回実施 4

申込件数は23件あったが、新型コロナウ
イルス感染症の影響により5件が中止と
なった。コロナ禍以前までには回復しな
かったが、昨年度（12回）に比べ申込み
が増加した。入間市の文化財、狭山茶関
係、環境（ごみ）問題に関する講座の申し
込みが多かった。

WEB上での広報に努めるとともに、公民
館事業や家庭教育、学校教育などでの
利用が増えるよう、積極的なPRを行う。

社会教育課

○「生涯学習ガイドブック」「いるま学びの場」の発行
生涯学習ガイドブック
（上・下半期）、いるま
学びの場（8月発行）

生涯学習ガイドブック
（上・下半期）、いるま
学びの場（8月）発行

5

新型コロナウイルス感染症の影響もあっ
たが、今年度は従来どおり「生涯学習ガ
イドブック」を上半期編・下半期編の2回
発行することができた。「いるま学びの
場」についても、計画どおり8月に発行る
ことができた。

市民が利用しやすくなるよう改善に努め
る。

社会教育課

○市民活動団体への活動支援

生涯学習をすすめる
市民の会が企画・運
営する生涯学習関連
施策への協働

計画通り実施 5

まちの先生事業や生涯学習けいじばん
の整備、生涯学習をすすめる市民の会
の定例会議・部会などに出席し、生涯学
習施策を進めるにあたり、密に連携して
実施することができた。

生涯学習をすすめる市民の会の運営基
盤の整備を行っていく必要がある（幅広
い年齢層の会員拡充など）。

社会教育課

○市民団体、大学等との連携事業の実施
生涯学習フェスティバ
ルの開催、子ども大
学の実施

生涯学習フェスティバ
ル実施。子ども大学さ
やま・いるまの実施。
子ども音楽大学は中
止。

5

生涯学習フェスティバルは、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のため、オンラ
インによる開催とし、動画を作成して公開
した。子ども大学さやま・いるまについて
は、定員などを縮小することで東京家政
大学に積極的に協力いただき開催する
ことができ、参加者から好評を得ることが
できた。子ども音楽大学いるまは、開催
に向けて準備を進めていたが、直前で新
型コロナウイルス感染症拡大の影響によ
りやむを得ず中止となった。

行政以外との連携事業においては、協
議や準備に時間を要することから、コロ
ナ禍での開催有無の見極めが難しい。
今後はコロナ禍での開催方法の検討が
必須である。

社会教育課

5.0
（２）学習活
動の充実

①市民の
学び合い
の促進

②団体間
の連携の
促進

政策２　生涯学習

（１）学習環
境の充実

第１項　生涯学習の推進

①学習情
報の提供

②学習機
会の充実

4.5
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○地域住民が自ら企画運営する事業の支援  3事業 4 公　民　館

○世代間交流事業、地域交流事業の実施  9事業 5 公　民　館

○地域の伝統文化を守り育む事業の実施  3事業 4 公　民　館

○文芸入間の発刊 年1回の発行
3月1日に第44号を発
行 5

編集委員7人の協力により、計画通り第
44号を発行することができた。また、特集
やデザインを一新し、内容をリニューアル
した。

投稿者及び編集委員の高齢化及び減少
の問題があり、新たな投稿者の拡充と、
編集委員の人材確保に力を入れる必要
がある。

社会教育課

○生涯学習フェスティバルの開催
第26回いるま生涯学
習フェスティバルを開
催

12月12日～25日にオ
ンラインでフェスティ
バルを開催

5

コロナ禍で失われた、生涯学習成果を発
表する場や、交流する場を、オンラインで
提供することを目的として、「オンライン
deいるまなびと」を開催した。37団体が参
加し、成果発表や活動紹介の動画を作
成し、動画投稿サイトにて公開した。期間
中に述べ2,631回の動画閲覧回数があ
り、参加者及び動画閲覧者から概ね好
評を得た。

動画制作に当たって撮影や編集の技術
的な面での課題があったが、委託できる
ところは委託するなど、実行委員の負担
軽減が必要である。また、オンライン開
催の継続を望む声も多く、コロナの状況
に関わらず、今後はオンラインの形式を
取り入れた方向で事業の見直しを図りた
い。

社会教育課

○まちの先生講座の開催
「まちの先生」を活用
した講座の開催

10月初旬から、2月初
旬の約5ヵ月間にわた
り、27講座を開催

5

10年間継続して開催しており、延べ493
人が受講した。参加者の約95％が「満
足」という結果になった。

10年間の実績のなかで、受講生の個々
の満足度は高いが、受講生同志や講師
の間の繋がりが構築できない課題が見
えた。今後は、市民自らが繋がりを持ち、
運営していけるような仕組み作りを目標
に、講座の内容を検討していく。

社会教育課

○美術、音楽、演劇、その他芸術の発表会等の開催  29事業 5 公　民　館

○地域住民を講師やボランティアに招いた事業の実施  9事業 4 公　民　館

○ボランティア養成事業の実施 - 3 公　民　館

○各種団体、サークルの地域還元活動を促進する事業の実施 7事業 4 公　民　館

4.3
（２）学習活
動の充実

第１項　生涯学習の推進

左記の各事業の実施した内容、参加者
の満足度から算出

①市民の
学び合い
の促進

②団体間
の連携の
促進

個々の活動や発表の場として公民館以
外で活動する団体が増えてきており、他
団体とのつながりや地域交流、地域還元
に対する意識が希薄化している。
地域の伝統文化を守り、次の世代へ継
承していくため、人材を発掘、育成してい
くことが必要である。
コロナ禍において、計画していた様々な
事業が、年間を通して実施できなかった
ため、新たな事業展開を検討する必要が
ある。

左記の各事業の実施した内容、参加者
の満足度から算出

地域で活動するボランティアの発掘や公
民館事業を通して、新たにボランティア
を、育成していくことが必要である。
コロナ禍において、計画していた様々な
事業が実施できなかった。新たな事業展
開を検討する必要がある。

学んだことを地域に生
かす事業を実施する

5.0

（３）学習成
果の活用

①学びを
活用する
機会の充
実

②学習機
会の充実

学んだことを地域に生
かす事業を実施する 4.0
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○新学習指導要領に対応する教材・教具、学校管理備品等の計画的な整備
教材・教具、学校管理
備品等を計画的に整
備する

計画通り実施 5

各学校の要望に応じて予算の範囲内で
教材備品を計画的に整備し、児童生徒
の学習全般に活用することができた。ま
た、老朽化した児童・生徒用机・椅子の
入替えを行うことができた。

財政状況は厳しいものの、教育環境に
支障をきたすことがないよう、計画的な
備品の更新に努める。

教育総務課

○学校図書館図書の計画的更新

文部科学省学校図書
館図書標準による学
校図書館蔵書充足率
100％

小学校 90.09 ％
中学校 82.47 ％ 4

文部科学省学校図書館図書標準による
学校図書館蔵書充足率100％を目標とし
た結果、令和4年3月末の充足率平均は
小学校で90.09％、中学校で82.47％と
なった。

財政状況は厳しいものの、引き続き学校
図書館蔵書充足率100％を目指す。

教育総務課

○小中一貫教育を通しての学力向上及び生徒指導の充実 27校で実施 27校で実施 4

各中学校区で異校種間による合同研修
や、乗り入れ授業等を通して、互いの指
導方法等を学び合うことができた。また、
生徒指導、教育相談に関する情報交換
を密に行うことで、児童生徒理解を深め
ることができた。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえながら、各中学校区の特色を生
かした事業を継続し、内容の充実を図
る。

学校教育課

○狭山茶とふれあう教育の推進 27校で実施
規模を縮小し、27校で
実施 4

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため体験学習は一部中止となったもの
の、各学校の実情に合わせ、入間市の
特産物である狭山茶に関する学習を行
い、特色のある学校づくりにつなげること
ができた

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○学校力を高める人事評価制度の推進 全教職員で実施 全教職員で実施 5

人事評価制度を通して教職員の力量を
高め、教職員個々の強みや得意分野を
更に伸長させるとともに、総合的な力量
を高めることができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○学校評価の充実と積極的な広報 27校で実施 27校で実施 5

全校で自己評価及び関係者評価を実施
し、学校だよりなどで公表することができ
た。その結果を教育活動に活用してい
る。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○学校評議員制度の充実 27校で実施 27校で実施 4
コロナ禍により実施できない学期もあっ
たが、学校の工夫した取組を理解しても
らえた。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえ、事業を継続し、内容の充実を
図る。

学校教育課

○委嘱研究の奨励と学校支援の充実 27校で実施 27校で実施 5
委嘱校においては、着実な研究を進め、
学校テーマに即した研究発表（リモートで
の発表）を実施することができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○校長会議、教頭会議の定期・臨時の開催及びその充実
校長会議12回
教頭会議4回実施

校長会議12回
教頭会議4回実施 5

事前の資料精査・配付・効果的な説明を
心掛け、短時間で充実した会議運営を図
ることができた。状況に応じ、リモートでも
開催した。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○家庭・地域との連携・協働を通した学校づくりの推進 27校で実施 一部実施 4

新型コロナウイルス感染症拡大防止に
努めながら可能な限りＰＴＡ活動、青少年
健全育成会との連携を指導し、地域に根
ざした学校づくりを推進した。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○ホームページや教育広報いるま（年２回発行）での情報発信
『教育広報「いるま」』
の年2回の発行とホー
ムページへのアップ

7月と3月に実施 5

新型コロナウイルス感染症への対応を
掲載するなど、市や各校のホームページ
を充実させた。ホームページや教育広報
を活用して、各学校の取組等を情報発信
することで、保護者、市民に広く理解して
もらうことができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○コミュニティＦＭ放送、ＣＡＴＶと連携した広報活動の充実
FM茶笛や入間ケーブ
ルテレビ、各学校と連
携して実施

計画通り実施 4
新型コロナウイルス感染症への対応を
はじめ、学校の話題やトピック情報を広く
市民に広報することができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

政策３　幼児・学校教育　
第１項　学校教育の充実

（１）学校教
育体制及
び学習環
境の充実

①学校経
営の充実

②生徒指
導・教育相
談の充実

③子ども未
来室事業
の推進

④教材・図
書等の充
実

⑤子育て
家庭への
経済的支
援

⑥児童生
徒と向き合
う時間の確
保（教職員
の働き方）

4.5

4.3
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○教職員の不祥事防止のための研修の充実 27校で実施 27校で実施 4

全校で実施し、チェックリストによる確
認、事例研修やロールプレイをとおして
規範意識を高めた。また、年度当初に市
教委作成のリーフレットを配布した。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○学校と地域をつなぐ、地域交流研修会の実施 27校で実施 27校で実施 5

全校で自己評価及び関係者評価を実施
し、学校だよりなどで公表することができ
た。その結果を教育活動に活用してい
る。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○コミュニティスクールの検討 27校で実施 27校で実施 4
コロナ禍により実施できない学期もあっ
たが、学校の工夫した取組を理解しても
らえた。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえ、事業を継続し、内容の充実を
図る。

学校教育課

○感染症対策の推進と安全・安心な学校づくり 全校実施 全校実施 5

学校における「新型コロナウイルス感染
症対策ガイドライン」を作成し、児童生徒
や教職員の感染防止に取り組むことが
できた。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえ、事業を継続し、内容の充実を
図る。

学校教育課

○各校の実態に即した生徒指導体制の確立とその支援
毎学期の生徒指導訪
問と、生徒指導主任
研究協議会時に確認

2・3学期実施 4
生徒指導訪問及び生徒指導主任研究協
議会時に、報告・連絡・相談体制が確立
されているかを確認し、指導した。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえ、事業を継続し、内容の充実を
図る。

学校教育課

○全校各学期１回の生徒指導訪問による実態把握と学校への支援
小学校16校×3回
中学校11校×3回

小学校16校×2回
中学校11校×2回 4

生徒指導に関する訪問を通して、各校の
課題を把握するとともに、児童生徒への
支援方法について指導助言を行った。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○「いじめ防止基本方針」に基づく取り組みの推進

いじめ問題調査審議
会：年1回
いじめ問題対策連絡
協議会：年2回

いじめ問題調査審議
会：年1回
いじめ問題対策連絡
協議会：年2回

4

いじめ防止基本方針に基づき、調査審
議会を1回、連絡協議会を2回実施した。
その中で、本市の現状と取組について報
告し、各方面から示唆をいただいた。

事業を継続し、発展させる。 学校教育課

○学校、さわやか相談室、教育センター相談室、適応指導教室（ひばり教室）
の連携による総合的な不登校対策の推進

・月7日以上の欠席者
の報告：年11回
・生徒指導訪問時に
よる確認：各学期1回
・スクールカウンセ
ラーの全校配置

・月7日以上の欠席者
の報告：年11回
・生徒指導訪問時に
よる確認：2・3学期各
1回
・スクールカウンセ
ラーの全校配置

4

月7日以上の欠席者を各学校から報告さ
せ、児童生徒の現状やその変化につい
て把握した。それを基に、生徒指導訪問
時で確認し、支援方法について助言を
行った。

事業を継続し、発展させる。 学校教育課

○児童発達支援センターやこども支援課等の関係各課や、児童相談所、保健
所及び医療機関等の関係機関と連携した不登校児童生徒や児童虐待への支
援

要保護児童対策地域
協議会
・毎月第二火曜日

要保護児童対策地域
協議会
・毎月第二火曜日

4
こども支援課と密に連絡を取り合いなが
ら、子どもの支援を行った。

事業を継続し、発展させる。 学校教育課

○警察、児童相談所等及び関係諸機関等と連携した非行防止教室、情報モラ
ル教室、薬物乱用防止教室の全校実施

全校実施 一部の学校にて実施 4

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
観点から一部中止になった学校もあった
が、例年通り非行防止教室、情報モラル
教室などを実施した。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

第１項　学校教育の充実

（１）学校教
育体制及
び学習環
境の充実

①学校経
営の充実

②生徒指
導・教育相
談の充実

③子ども未
来室事業
の推進

④教材・図
書等の充

実

⑤子育て
家庭への
経済的支

援

⑥児童生
徒と向き合
う時間の確
保（教職員
の働き方）

(4.3)
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○市長部局実施の事業（生活支援課の「アスポート事業」、こども支援課の「一
人親家庭の学習支援」）との積極的連携

年4回実施 年4回実施 5
学校での様子等を情報提供するととも
に、アスポートでの様子について報告を
受け、児童生徒支援の一助とした。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○幼稚園、保育所（園）、認定こども園、小中学校への巡回支援とその充実 400回 400回未満 4

コロナ禍ではあったが延期等、日程調整
を行うことで、回数を確保できた。また、１
回の訪問で複数の教員を指導するなど、
指導の質は落とさず実施できた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○幼児の通級指導教室「茶おちゃお教室」、小中学校の通級指導教室の充実

小中学校巡回支援の
実施　茶おちゃおは、
作業療法士による支
援実施

小中学校巡回支援の
実施　茶おちゃおは、
作業療法士による支
援実施

4

茶おちゃおへは、スーパーバイザー巡回
支援や臨床心理士、作業療法士の巡回
支援でつながった幼児もいる。通級巡回
は1担当者につき各学期２回ずつ実施す
ることで児童の実態を把握し先生方の指
導方法を改善するよい機会となった。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○「遊びと学びの手引き（本編）」及び「遊びと学びの手引き（安全編）」の
活用促進

4月に研修会実施 4月に研修会実施 4

１学年を初めてもつ担任・間隔が空いた
担任を対象に行った。保幼小連携できる
学びの手引きを周知することで、連携を
図るよい機会となった。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえ、事業を継続し、内容の充実を
図る。

学校教育課

○保・幼・小・中・高の交流、連携の推進

・保幼小中連絡会、小
中連絡会の全校実施
・中高特連絡会の実
施

・一部実施、一部休止 4

コロナ禍により、集合型の連絡会は規模
を縮小・オンライン・オンデマンドにするな
ど工夫し実施。中高特連絡会は、市外の
近隣の学校も参加し、理解を深める充実
した会になっている。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○特別支援学校との連携の推進（入間わかくさ高等特別支援学校、狭山特別
支援学校、日高特別支援学校等）

各学校の実態に応じ
て実施

一部実施、一部休止
支援籍学習について
は学校ごとの判断

4
支援籍学習や支援学校のコーディネー
ターの派遣、学校見学等を行い、連携を
図った。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○親の学習講座・支援講座の充実
親の学習講座：約80
回
親支援講座：年2回

親の学習講座：7回
親支援講座：年4回 4

親の学習講座は参加型・コミュニケー
ションを非常に大切にする講座ということ
や施設側の都合があるため、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止の対策により、
ほぼ実施することができなかった。
親支援講座は児童発達支援センターと
共催し、WEB会議システムなども活用し
実施できた。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえ、オンライン開催なども検討し、
事業の継続と内容の充実を図る。

学校教育課

○「育ちの記録シート」の活用促進
1歳6ヶ月検診にて配
布

1歳6ヶ月検診にて配
布 4

就学時健診での配布を1歳6ヶ月健診に
改めたことで、育ちの記録シートの活用
を、より早い段階から実施することができ
た。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○巡回支援、研修会を通しての保育士・教師等への支援の充実
・保幼小中連携研修
会の実施　2回
・巡回支援の実施

・実施

・400回未満
4

研修会や巡回支援を通して、保育士や
教師が子どもや保護者に対しての支援
の仕方を向上させることができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○児童発達支援センターとの連携
・就学に関わる相談
・親支援講座
・職員間交流

・10件
・年4回
・年5回

4

就学に関わる相談について連携を図り、
柔軟に対応できた。また、親支援講座開
催について周知協力等をすすめられた。
茶おちゃおスタッフや児童発達支援セン
ター「うぃず」の心理士の派遣について協
力できた。

子ども未来室と事業と事業を共催し、連
携の充実を図る。

学校教育課

○就学援助制度による学校諸経費、学用品費、給食費、校外活動・修学旅行
費等の支援充実

申請に基づき、審査
のうえ実施

計画通り実施 5 計画通り実施できた。 事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○小・中学校入学時の学用品費の入学前支給 12月と3月に実施 12月と3月に実施 5 計画通り実施できた。 事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○新入生保護者会の活用や市長部局（こども支援部、生活支援課）との連携
による就学援助制度の確実な周知

16校及び各課と連携
して実施

16校及び各課と連携
して実施 5 計画通り実施できた。 事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

〇働き方改革基本方針に基づく働き方改革の推進 27校で実施 27校で実施 4

「学校における働き方改革基本方針」に
基づき、校長会議を通して各校の行事の
見直しや超過在校時間の削減を図った。
学校日誌の電子化、職員室の留守番電
話を導入した。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

第１項　学校教育の充実

（１）学校教
育体制及
び学習環
境の充実

①学校経
営の充実

②生徒指
導・教育相
談の充実

③子ども未
来室事業
の推進

④教材・図
書等の充

実

⑤子育て
家庭への
経済的支

援

⑥児童生
徒と向き合
う時間の確
保（教職員
の働き方）

(4.3)
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

〇「事務の共同実施」の導入 27校で実施 27校で実施 5

令和2年度の試行を受けて、令和３年度
は全面実施できた。
事務処理の正確性を高めるとともに事務
職員間の情報共有、事務職員と事務局
とのスムーズな意思疎通を図ることがで
きた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○事務処理等の電子化の推進 27校で実施 27校で実施 4

本年度から学校日誌の電子化を図った。
各校ごとに従来のものと選択できるよう
にした。令和4年度から完全電子化とな
る。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○「学び合い」「教え合い」等、主体的・対話的で深い学びの視点をいかした
授業づくりの充実（学びのスタンダード１の活用）

27校で実施 27校で実施 5

指導訪問を活用して教職員の指導力の
向上を図ることができた。コロナ禍であっ
たが、学び合いの学習を工夫して実施し
た。

委嘱研究、指導訪問を活用して、さらに
指導力の向上を図る。

学校教育課

○学校指導訪問や授業研究を通した教職員の指導力の向上
（授業分析12の視点の活用）

13校で実施 13校で実施 5

コロナ禍であったが、規模を縮小して実
施した。授業分析12の視点を活用し、研
究協議等フィードバックを全訪問で実施
し、協議内容を深めることができた。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえ、事業を継続し、内容の充実を
図る。

学校教育課

○小中一貫教育を通した学習規律の共通化と指導力の向上 27校で実施 27校で実施 4

コロナ禍で集合型の研修会は実施しづら
い状況だったので、例年通りの充実度は
実現できなかったが、学習規律の共通化
の取組は各中学校区で実施した。

事業を継続し、内容の見直しを図りなが
ら継続をしていく。

学校教育課

○ユニバーサルデザインの視点をいかした授業づくりの充実 27校で実施 27校で実施 5
学校指導訪問や研修会等でユニバーサ
ルデザインの視点を生かした授業を学ん
だ。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

〇教科指導員の小・中学校への配置や少人数指導や通級指導等による個に
応じた教育の推進

27校で実施 27校で実施 5
県の少人数指導加配や教科指導員を活
用し、少人数指導やティームティーチン
グを推進することができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○英語指導助手（ＡＥＴ）の小・中学校配置による外国語教育の充実 27校で実施 27校で実施 4

外国語教育を全校で実施したが、コロナ
禍により、従来のように対面でコミュニ
ケーションをとりながら行う指導が十分に
実施できなかった。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○家庭学習の充実（学びのスタンダード２の活用） 27校で実施 27校で実施 5
学力向上スタンダード（２）を全教員に配
布し、家庭学習の充実に取り組んだ。

ひきつづき、スタンダードを活用しながら
家庭学習を充実させる。

学校教育課
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第１項　学校教育の充実

施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○学び合い・話し合いの充実（学びのスタンダード３の活用） 27校で実施 27校で実施 5
学力向上スタンダード（３）を全教員に配
布し、話し合い活動の充実に取り組ん
だ。

ひきつづき、スタンダードを活用しながら
対話的な学びを充実させる。

学校教育課

○プログラミング教育やタブレット等を活用したＩＣＴ教育の充実 27校で実施 27校で実施 5
国のＧＩＧＡスクール構想を受けて、入間
市全児童生徒にタブレット端末を導入し、
研修会を実施した。

ひきつづき、教職員研修を実施する。 学校教育課

○体系的な教職員研修計画の立案と確実な実施 27本実施 21本実施 4
新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、状況に応じ形態を工夫し実施し
た。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえ、事業を継続し、研修内容を充
実・精選する。

学校教育課

○学校教育の向上・研究を目指した各種委員会の設置
（小学校外国語研究委員会、学力向上推進委員会、体力向上推進委員会、人
権教育推進委員会、教育広報編集委員会、入間市就学支援委員会、入間市
教育センター運営委員会、入間市博物館・学校連携事業研究委員会）

27校から委員を選出
し、成果の波及を目
指す。

27校から委員を選出
できた。 5

全校の教職員の協力を得て、事業を進
めることができた。

変化に応じた委員会の業務の見直しを
実施する。

学校教育課

○経験、ライフステージに応じた研修の充実 27本実施 21本実施 4
新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、状況に応じ形態を工夫し実施し
た。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえ、事業を継続し、研修内容を充
実・精選する。

学校教育課

○小中一貫教育のベースとなる小5担任育成に特化した研修の実施
小5担任育成研修会
実施

一部実施、一部中止 4
目的と計画に則って実施することにより、
小中一貫教育のベースとなる小5担任育
成に資することができた。

変化に応じた研修の内容について見直
しを実施する。

学校教育課

○スクールリーダー及びミドルリーダーの育成を目指した研修の充実
スクールリーダ―およ
びミドルリーダ-の研
修会の実施

一部実施、一部中止 4

教育活動における取り組みの見直しや
情報の共有を行うことで、ミドルリーダー
を育成することができた。スクールリー
ダー研修会は視察研修は中止、学校経
営研修会は実施した。

事業を継続し、研修内容を充実・精選す
る。

学校教育課

○指導主事の担当制による初任教員に寄り添った丁寧な育成の実施 27校実施 27校実施 5
授業参観と指導を、計画的に実施し、初
任者の育成や情報を共有することができ
た。

事業を継続し、研修内容を充実・精選す
る。

学校教育課

○拠点校指導教員との連携 年1回実施 計画通り実施 5
研修会を実施し、初任者の育成の充実
に努めることができた。

研修内容を充実・精選する。 学校教育課

○臨時的任用教員の服務規律の確保とスキルアップを目指した研修の充実
市内で1～2年目の教
員を対象とした研修
会の実施

机上研修 5

新型コロナウイルス感染拡大防止の観
点から机上研修とした。服務関係を中心
に、教員としての自覚を身に付けさせる
研修とすることができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○新学習指導要領に対応するための研修の充実
道徳研修会、プログラ
ミング教育研修会実
施

27校で実施 5
道徳やプログラミング学習など、新学習
指導要領にそった研修を充実させること
ができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

（２）学校教
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第１項　学校教育の充実

施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

〇学校の全教育活動を通した道徳教育及び人権教育の充実
全27校全体計画の作
成

27校で実施 5
各学校で工夫を凝らして、道徳教育及び
人権教育の充実に尽力した。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○体験活動、地域人材、地域教材を生かした学習指導の推進 27校で実施 一部実施 3
新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、中止または規模を縮小しての取組
となった。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○狭山茶とふれあう教育の推進
（小学校：茶摘み体験、手揉み茶体験　中学校：茶道（盆点前）体験）

27校で実施 27校１部実施 3

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、茶摘み体験、手揉み茶体験は内
容や規模を縮小した取り組みとなり、茶
道（盆点前）体験については中止とした。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○入間市博物館での学習を通した郷土教育（歴史・文化・狭山茶）の充実 27校で実施 27校１部実施 4

新型コロナウイルス感染症拡大のため、
小学校3年生対象の「むかしのくらしと道
具展」学習は16校中6校が中止となった。
小学校6年生と中学生対象の郷土教育
はすべて実施することができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○外国語活動・英語教育の充実や英語指導助手（ＡＥＴ）とのふれあいを通して
のグローバルな視点と感覚の育成

27校で実施 27校で実施 5

（外国語）活動・英語教育の授業改善を
図った。学校規模に応じて、各校にAET
を配置し、グローバルな視点と感覚を育
成した。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○体育授業、体育的活動の量的確保と指導内容の充実 27校で実施 27校で実施 3
コロナ禍で実施が難しい活動もあった
が、可能な範囲で量的確保を図った。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○新体力テストの結果分析を活かした指導及び体育指導の質的向上を目指し
た研修の実施

27校で実施 27校で実施 3
コロナ禍で、十分な練習ができなかった
が、可能な範囲で質的確保を図った。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○体力向上を目指した教育活動の工夫改善と学校への支援の充実 27校で実施 27校で実施 3

コロナ禍で実施が難しい活動もあった
が、可能な範囲で量的確保を図った。
体力向上推進委員会にて広報誌を発行
した。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○小・中学校の全学年を対象とした交通安全教室の実施 27校で実施 小学校16校で実施 4

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため事業を縮小した。小学校は学年ごと
に安全教室を開催した。中学校は開催
形態の関係で実施できなかった。

新型コロナウイルス感染症拡大防止に
留意しつつ可能な学校での実施を目指
す。

学校教育課

○自転車運転免許の取得（小学校４年）と自転車運転免許更新（中学校１年）
の実施

27校で実施 27校で実施 5

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため事業を縮小した。各校独自で可能な
範囲で交通安全のための取り組みを実
施した。

新型コロナウイルス感染症拡大防止に
留意しつつ可能な学校での実施を目指
す。

学校教育課

○ヘルメットの着用の推進 27校で実施 27校で実施 4
着用の推進を図ることができたが、報告
を受ける自転車事故の中には、ヘルメッ
ト未着用者もみられる。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○危険回避能力を育てる避難訓練の実施と防災訓練への参加促進 27校で実施 27校で実施 3
全校で避難訓練を実施することができた
が、入間市の防災訓練はコロナ禍で中
止となった。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえ、事業を継続し、内容の充実を
図る。

学校教育課
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第１項　学校教育の充実

施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○栄養教諭等の活用による「食に関する指導」の推進 7校で実施 7校で実施 5
各校ごとに「食に関する指導」を実施でき
た。また保護者向けの講義や給食だより
の発行など地域に向けた活動もできた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○「入間市学校食物アレルギー対応マニュアル」に基づいた対応の実施 27校で実施 27校で実施 5
全校で統一した対応ができた。国・県の
マニュアル改訂に伴い早急に対応すべ
き部分については協議の上、対応できた

国、県の改訂を踏まえ、市のマニュアル
について見直し、改訂作業をすすめてい
く。

学校教育課

○国民運動「早寝、早起き、朝ごはん」の推奨
保健指導を中心に養
護教諭と連携し、全27
校で実施

計画通り実施 5 計画どおり実施することができた。 事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○地場産の農産物等の学校教育への活用 27校で実施 27校で実施 5
ふるさと学校給食月間を利用し、地場産
野菜について児童生徒に知ってもらうこ
とができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○感染症への正しい理解と対応 27校で実施 27校で実施 5

学校における「新型コロナウイルス感染
症対策ガイドライン」を作成し、児童生徒
や教職員の感染防止に取り組むことが
できた。

新型コロナウイルス感染症の感染状況
を踏まえ、事業を継続し、内容の充実を
図る。

学校教育課

○「学び合い」「教え合い」等主体的・対話的で深い学びの視点をいかした授業
づくりの充実（学びのスタンダード１および３の活用）

27校で実施 27校で実施 5
主体的・対話的で深い学びを充実させる
ことができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○英語指導助手（AET）の小・中学校配置による外国語教育の充実 27校で実施 27校で実施 4

特に小学校においては、外国語の教科
化に伴い、一層AETの役割が大きくなっ
たため増員が求められるが、全校に配置
したことで充実した授業を実施できた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○プログラミング教育やタブレット等を活用したICT教育の充実 全３回の実施

全体オンライン研修１
回実施
学校の要請による研
修4校で実施

3

ミライシードの活用を各学校の活用推進
者が参加し、利活用方法を研修すること
ができた。他の研修は、新型コロナウイ
ルス感染症拡大のため中止となった。

学習の目的に応じた利活用ができるよう
に内容の充実を図っていく。

学校教育課

○旬の食材の使用や毎月１回の行事食の提供等を通じて、食文化への理解を
促す。また、健康な体を育むためや、食の大切さ等を児童生徒・保護者へ伝え
るために、手作り給食を提供する。

毎月実施 毎月実施 4

国内産の食材を使用した季節感のある
給食の提供が出来た。これらについて、
献立表や給食だより等での周知を図っ
た。

児童生徒の知的好奇心を刺激し、学び、
知ることが心を豊かにし、生きる喜びに
つながることを実感できる給食の提供の
ため、献立立案会議や学校給食打合せ
会等により、引き続き取り組んでいく。

学校給食課

○安全な給食食材の確保をするため各種検査を実施
　目標実施回数
（1）食中毒菌検査　年2回
（2）食品理化学検査　年2回

計画通り
（1）年2回
（2）年2回 5

食中毒等の事故を起こすことも無く、安
全安心でおいしい給食の提供ができた。
※新型コロナウイルス感染症の影響によ
り臨時休業期間中の検査が未実施と
なった。放射性物質測定は事業の見直し
を行い実施を見送った。

今後も、衛生管理の徹底が必要である。 学校給食課

○地場産（県内産・入間市産）の農作物を使った献立の提供 年9回の実施 年10回 5

地元で農業を営んでいる生産者グルー
プと入間市茶業協会から納入された地
場農産物を学校給食で使用することで、
地産地消に取り組んだ。

今後も地場農産物を学校給食で使用す
ることで、地産地消に取り組む。

学校給食課

○調理場のドライ運用の徹底及び推進 100% 56% 3
調理場がドライシステムになっていない
ため、ドライ運用に準じた方法で作業を
行っている。

調理場のドライ運用については、施設の
改修が必要であるため、公共マネジメン
ト事業計画との整合性を図りながら計画
的に進めていく。

学校給食課

(4.3)

4.3

（２）学校教
育内容の

充実

①学力向
上策の充

実

②教職員
研修の充

実

③豊かな
心を育む教
育の推進

④健康・安
全教育及
び食育の

推進

⑤新学習
指導要領
への対応
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第１項　学校教育の充実

施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○給食の安全を確保するため、調理員等への各種研修を実施
　目標実施回数
（1）衛生研修　年1回
（2）食育研修　年1回
（3）衛生講習会への参加　年1回

計画通り
（1）計画通り実施
（2）計画通り実施
（3）実施せず

4

新型コロナウイルス感染症拡大のため、
衛生研修と食育研修は、調理場ごとのＤ
ＶＤ視聴・研修を実施した。県主催の衛
生講習会は中止となった。

衛生研修と食育研修については、今後
の感染状況に応じて実施方法を検討す
る必要がある。講義以外の代替方法とし
てＤＶＤ視聴や調理場ごとでの課題解決
等を検討した。衛生講習会は県で実施す
るのであれば参加していく。

学校給食課

○衛生管理基準に基づく保菌検査等を実施
（1）保菌検査　月2回
（2）ノロウィルス定期一斉検査　年1回

計画通り 計画通り実施 5
食中毒等の事故を起こすことなく、安全、
安心でおいしい給食の提供ができた。

今後も、衛生管理の徹底が必要である。 学校給食課

①学力向
上策の充

実

②教職員
研修の充

実

③豊かな
心を育む教
育の推進

④健康・安
全教育及
び食育の

推進

⑤新学習
指導要領
への対応

（２）学校教
育内容の

充実
(4.3)
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○幼稚園、保育所（園）、認定こども園、小中学校への巡回支援とその充実 400回 300回程度 4

コロナ禍により、回数は若干到達するこ
とはできなかったが、1度の訪問で、ス
クールソーシャルワーカーや指導主事な
どから複数の教員の指導を行うなど方法
を工夫し、指導助言を行うことができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○巡回支援、研修会を通しての保育士・教師等への支援の充実
・保幼小中連携研修
会の実施　2回
・巡回支援の実施

・2回
・200回程度 3

・保幼小中接続に関して共通理解を図る
よい機会となった。　　　　　　　　　　　　・
指導主事、臨床心理士などの巡回支援
を通して、保育士や教師に対する指導の
方法について助言することで、支援の在
り方について向上させることができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○親の不安軽減を目指した支援の充実

茶おちゃお保護者講
演会の実施4回（臨床
心理士・作業療法士
による）

4回実施 5

茶おちゃおに通う保護者に講演会を行う
ことで、保護者の不安の解消や子どもへ
の具体的な支援の仕方について理解を
深めることができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○市長部局（こども支援課、保育幼稚園課、児童発達支援センター、健康福祉
センター）との連携の充実

子どもの発達に係る
連携会議5回

5回実施 5

昨年度、児童発達センターが開設され、
連携が進んだ。児童発達支援について
小学校との連携が進んだ。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○コミュニケーション能力や感情のコントロール、集団生活での適応能力や自
己肯定感の醸成を目指した幼児の通級指導「茶おちゃお教室」の充実

2週間に1度ずつ、後
半はグループの人数
を増やして実施

一部計画通り実施 5

コロナ禍により、小学校への入学に向
け、2・3人のグループから5・6人のグ
ループでの指導が実施できなかったが、
指導内容を工夫することで、集団生活に
向け準備を行うことができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○小学校との連携を通した指導体制の整備と充実
遊びと学びの手引き
の活用100％

95％活用 5

「遊びと学びの手引き」を活用すること
で、幼保から小への接続がスムーズに
行うことができる体制を整えることができ
た。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○幼稚園、保育所（園）、認定こども園にて親の不安軽減を目指した「親の学習
講座」の実施

36園・所のうち半分で
実施

1施設にて7回実施 3

参加型・コミュニケーションを非常に大切
にする講座ということや施設側の都合が
あるためコロナ禍での実施が難しかっ
た。

多くの園・所で行えるよう広めていく。
新たな講師を迎え、新しい生活様式に合
わせた開催を工夫していく。

学校教育課

○子育てに関するノウハウなどの情報提供と親に寄り添った支援の充実
特別支援学級と通級
保護者対象に年3回
ずつの研修会の実施

特別支援学級と通級
保護者対象に年2回
ずつの研修会の実施

4

コロナ禍ではあったが、WEB会議システ
ムを活用し医師など専門性の高い講師
の招聘、入間わかくさ高等特別支援学校
の見学等、充実した講座ができた。

保護者のニーズに応じた講座を実施す
る。

学校教育課

○保育士、教諭等を対象とした発達障害への理解と適切な指導方法等を学ぶ
研修会の充実

・保幼小中連携研修
会の実施　2回

・保幼小中連携研修
会の実施　2回 4

・発達障害への理解と指導方法をテーマ
に設定することで、早期支援・切れ目の
ない支援について共通理解を図った。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

○異校種間のなめらかな接続を目指して、スキル獲得に特化した研修会の充
実

・遊びと学びの手引き
研修会　1回
・保幼小中連携研修
会の実施　2回

・遊びと学びの手引き
研修会　1回
・保幼小中連携研修
会の実施　2回

5

・「遊びと学びの手引き」を活用すること
で、幼保から小への接続がスムーズに
行うことができる体制を整えることができ
た。
・保幼小中接続に関して共通理解を図る
ことができた。

事業を継続し、内容の充実を図る。 学校教育課

政策３　幼児・学校教育
第２項　子ども・子育て支援の充実

（１）幼児教
育の環境
整備

①子ども未
来室事業
の推進

②幼児の
通級指導を
通した支援

③保護者
への情報
提供と支援

④保・幼・
小・中連携
のための
接続研修
会の実施

4.3
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○小・中学校施設における維持管理 95業務 93業務 5

令和3年度は、害虫の発生や、排水管の
詰まりなどの件数が少なく、事業実績が
事業目標を下回る結果となった。ただし、
各施設の維持管理、設備の保守点検は
目標どおり実施するとともに、各学校で
課題となっている樹木についても、伐採
や剪定等適切に行うことができた。

施設の老朽化が進んでおり、修繕をして
も、新たに指摘が出る状況に変わりはな
いが、徐々に指摘事項が減少傾向に転
じており、限られた財源ではあるが、指
摘事項の一覧を基に引き続き改善して
いく必要がある。また、適切な樹木管理
についても継続的に実施していく

教育総務課

○小学校施設における整備事業の計画的な推進
（1）黒須小学校埋設都市ガス管耐震改修工事実施設計業務委託
（2）東金子小学校外９校埋設プロパンガス管耐震調査業務委託
（3）藤沢北小学校校舎便所改修工事実施設計業務委託
（4）東町小学校屋内運動場外外壁等改修工事実施設計業務委託
（5）扇小学校屋内運動場共用便所改修等工事実施設計業務委託
（6）豊岡小学校、藤沢東小学校校舎屋上防水等改修工事
（7）扇小学校校舎便所改修工事
（8）東町小学校下水道本管接続工事
（9）西武小学校プールろ過装置改修工事
（10）東金子小学校、藤沢南小学校屋内運動場共用便所改修等工事
（11）校舎内環境整備工事（火災報知器・冷暖房機等改修）
（12）校舎内環境整備工事（便器洋式化改修）
（13）バリアフリー化・障がい対応改修工事
（14）障がいのある児童等に係る改修工事
（15）合理的配慮の提供に係る改修工事
（16）遊具・体育器具改修工事
（17）仏子小学校、高倉小学校消防設備（屋内消火栓）改修工事
（18）豊岡小学校給水設備改修工事（繰越事業）

28事業 36事業 5 教育総務課

○中学校施設における整備事業の計画的な推進
（1）上藤沢中学校校舎等改修工事実施設計業務委託
（2）金子中学校他６校埋設プロパンガス管耐改修工事実施設計業務委託
（3）藤沢中学校校舎便所改修工事
（4）藤沢中学校屋内運動場屋根端部改修工事
（5）校舎内環境整備工事（火災報知器・冷暖房機等改修）
（6）校舎内環境整備工事（便器洋式化改修）
（7）バリアフリー化・障がい対応改修工事
（8）障がいのある児童等に係る改修工事
（9）合理的配慮の提供に係る改修工事
（10）遊具・体育器具改修工事
（11）藤沢中学校、野田中学校消防設備（屋内消火栓）改修工事

14事業 18事業 5 教育総務課

○学校給食センター施設・設備の充実
既設調理機器（受配校の牛乳保冷庫など）の更新

計画通り 計画通り実施 5
センター更新を見据えた保守及び修繕に
より施設の運営管理に努めた。

学校給食センターの更新を見据えて、今
後は最低限の入れ替えにとどめ、保守
及び修繕により、老朽化した調理機器を
使用することになる。

学校給食課

○自校給食施設・設備の整備
既設調理機器（スチームコンベクションオーブン、真空冷却器、冷凍冷蔵庫な
ど）の更新

計画通り 計画通り実施 5

老朽化した調理機器の計画的な入れ替
え等、効率的な施設の運営管理に努め
た。また、夏場の衛生管理や献立の充実
を図るため、新規に調理機器を導入し
た。

今後も老朽化した調理機器の計画的な
入れ替えが必要。

学校給食課

○学校給食センター更新に係る基本構想及び基本計画の策定 計画通り 基本構想案の検討 3

センター更新に係る基本構想案の検討
を行った。また、学校給食センターの更
新について、関係課との協議を進めた。

基本構想及び基本計画策定に向けたス
ケジュールを立て、関係課及び関係機関
と調整を進める。

学校給食課

（２）学校給
食施設・設
備の充実

①学校給
食センター
施設・設備
の整備
②自校給
食施設・設
備の整備

4.3

老朽化に起因した不測の事態が生じた
り、近年は天候不順による災害など、不
測の事態となるケースがあるため、関係
各課との連携を強化している。市及び市
民の防災への意識が向上しており、災害
時の避難所となる屋内運動場の雨漏り
や男女別トイレ、多目的トイレの改修など
も計画的に進め、校舎のトイレ改修など
時代に適した施設整備を進めていく必要
がある。
また、令和3年度から35人学級編制が開
始されたことや、バリアフリー法の改正に
より、これまでの学校施設整備に加え、
新たな課題もあるため、公共施設マネジ
メント事業計画や、教育委員会の『入間
市立小・中学校の適正化に関する基本
方針』に基づき、統廃合や大規模改修、
長寿命化、改築工事等を計画的に進め
ていかなければならない。

令和2年度からの事業として、豊岡小学
校給水管改修工事が、計画どおり工事
完了となった。また、新型コロナウイルス
感染症の拡大に伴う工事用資材の遅れ
や価格の高騰が発生したが、早期発注
を目指し、大きな影響を受けることなく、
目標を達成することができた。

政策３　幼児・学校教育　
第３項　学校施設の整備

5.0

（１）学校施
設の充実・
最適化

①校舎・屋
内運動場
の整備
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○現代的・社会的課題に対応した社会教育事業の充実を図り、仲間づくりや市
民の主体的な学習活動を促進します。

小学生夏休み体験一
覧表の作成

小学生夏休み体験一
覧表（7月）発行 5 5.0

環境への配慮から、従来の冊子の作成・
配布を最小限にとどめ、児童がタブレット
端末で一覧表を閲覧できるよう二次元
バーコード付きのチラシ配布に代えた。

掲載事業の拡充を図り、事業への参加
者の増加を目指す。

社会教育課

○お茶と地域を総合的に学び、体験する「アリットお茶大学」の開催（講座数８
講座）

受講者延べ510人
433人（大人のみ）
実施9講座 4

新型コロナウイルス感染症の影響で募
集人数を減らし、開催延期になった講座
もあったが、令和3年度に予定していた
全講座を実施できた。受講者からの満足
度も高かった。

継続して魅力ある講座を実施していく。 博　物　館

○地域の歴史･文化やお茶に関する資料の収集・整理、データベース化の実
施

3,000件 4,122件 5

博物館の資料データ入力は、実物資料
を目にしてはじめて行えることもあり、リ
モートワークでは十分に対応できない。
そのためコロナ禍の現状では目標値を
やや低めにした。

データ化に携わる人材、時間、予算確保
に努めていく。

博　物　館

○地場産業の狭山茶、織物等と結びついた講座等の事業を各1事業実施 各1計2事業 １事業 4
新型コロナウイルス感染症の影響で事
業が中止となった。

講座に関わる人材の育成を行っていく。 博　物　館

○市民に身近な博物館としての工夫した展示事業や出前講座を延べ30回実
施

延べ30回 14回（中止1回） 4

新型コロナウイルス感染症の影響で依
頼が減少し、依頼があったものについて
も中止された回があった。また、「茶の都
出前講座」については、講師となってい
た学芸員が異動した影響により、、一部
の講座が社会教育課の担当となったた
め依頼が減少した。講座の内容について
は、多くの受講生から好評を得ることが
できた。

コロナ禍での講座をどのような形で提供
していくかが課題である。また、講師を務
める際に専門性が必要な講座が多く、担
当者の異動によって実施できる講座が
左右されてしまうという問題もある。講座
の内容については、博物館の現状に合
わせ、適宜追加・更新していく必要があ
る。

博　物　館

〇指定管理者による自主事業の実施
展示2回
イベント5種類

展示2回
イベント10種類 5

新型コロナウイルス感染症予防のため、
人数制限等をした中での実施となった
が、柔軟な発想により新規のイベントを
実施することで、普段博物館に足を運ば
ない層の来場者を呼び起こせた。

引き続き来館者ニーズを捉え、また、新
しい博物館ファンを獲得できるようなイベ
ントを実施していく。

博　物　館

○エントランス展示の実施 7回 7回 5

新型コロナウイルス感染症拡大防止策と
してエントランスに仮設受付を設置してお
り、例年通りの展示を行うことは難しかっ
たが、おおむね計画通りにエントランス
展示を実施することができた。

回数にこだわらず、指定管理者と共にエ
ントランス展示の充実を図る。

博　物　館

○博物館運営の自己評価及び博物館協議会による外部評価と市民への公表
外部評価実施と市民
への公表

外部評価、公表予定 5 計画通りに実施することができた。 継続して実施していく。 博　物　館

○常設展示リニューアルに向けての準備 実施 実施 5

限られた予算での効果的なリニューアル
の手法、作業による休止期間の短縮を
図るための工程の検討等、令和4年度の
リニューアル実施に向けての準備を進め
ることができた。

検討内容を令和4年度の改修につなげて
いく。

博　物　館

○ホームページの即時的な更新による新鮮で充実した情報提供（ホームペー
ジ閲覧目標33万回）

閲覧延べ30万回 323，871回 5
ホームページの更新に加え、SNSの活
用、特にFacebookに加えTwitterでの発
信も開始し、情報提供に努めている。

今後も継続して実施していく。 博　物　館

○市報掲載、地元公民館報へ博物館情報を提供 12回 12回 5 予定通り掲載された。 今後も継続して実施していく。 博　物　館

○コミュニティＦＭ放送、ＣＡＴＶ、新聞各社等へ博物館情報を提供 20回 20回以上 5 計画通りに実施することができた。 今後も継続して実施していく。 博　物　館

4.7

政策４　社会教育　
第１項　社会教育の充実

（１）社会教
育環境の
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①社会教
育の機会
の充実

②資料の
収集・提供
の充実

③社会教
育に関する
情報の提
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○指定管理者によるリニューアル版「ニュース・アリット」の発行（6回） 6回 4回 4

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため多くの事業、ボランティア活動が中
止となったため、発行回数は4回に減じ
た。

新型コロナウイルス感染症の推移も見な
がら今後も柔軟に対処していく。

博　物　館

○鉄道・バス等への広告掲出及び市内大型商業施設でのチラシ配布、旅行情
報誌への広告掲載の実施

実施 実施 5

旅行情報誌へ記事を掲載したほか、指
定管理者が池袋駅へのポスター掲出。
市としては西武鉄道の車内吊り広告で施
設のＰＲに努めた。

今後も継続して実施していく。 博　物　館

○団体会員向け優待制度等を活用した情報発信の実施 実施 実施 5
優待制度を通して、多くの人へ施設・事
業の情報を発信していくことで、来館者
層の拡大に努めた

今後も継続して実施していく。 博　物　館

○所蔵資料の更新と、資料蔵書数58万5千点、年間貸出点数86万点を目指す
蔵書数：585,000点
貸出数：860,000点

蔵書数：581,043点
貸出数：689,720点 4

新型コロナウイルス感染症拡大防止によ
る部分開館等と、利用者の外出自粛によ
り、貸し出し点数は大幅に落ち込んだ。

図書購入費の確保に努める。
新型コロナウイルス感染予防の徹底によ
り予約資料の貸出し数を維持する。

図　書　館

○ＣＤやＤＶＤの視聴覚資料の充実 196点 92点 4
単価の高い「ベスト2枚組」などを多く購
入したことにより、購入点数は目標を下
回った。

資料の価格と購入目標のバランスをみな
がら選定する。

図　書　館

○子どもの読書推進のための児童書や、調べ学習に使える図書を2,635点購
入

2,635点 2,592点 5

概ね順調に購入による受入れができた。
特に調べ学習用の図書については、ポ
プラディア（百科事典）等を購入し提供す
ることができた。

現状を維持する。 図　書　館

○市民ニーズに応えて、健康・職業・福祉に関する図書や文学（小説）、大人向
け紙芝居など4,775点購入

4,775点 4,671点 5
幅広いジャンルで購入し受入れができ
た。

資料の価格と購入目標のバランスをみな
がら選定する。

図　書　館

○各種調査研究のための参考図書94点購入 94点 165点 5
毎月、毎年発行されている定例的資料
は全て購入できている。

現状を維持する。 図　書　館

○視力の弱い方や高齢者の読書推進のための大活字本110点購入 110点 92点 5
出版自体が少なかったため目標値には
若干届かなかったが、出版されているも
のは全て購入できた。

現状を維持する。 図　書　館

○電子図書館サービス（電子書籍）の導入 1,400人 1,377人 5

令和3年6月の開始から、利用者登録に
ついて概ね目標人数を達成することがで
きた。また、約1,500冊の電子書籍を所蔵
することができた。

電子書籍を増加するとともに、利用登録
者数も増加するよう、ＰＲに努めたい。

図　書　館

○地域情報拠点施設として、地域情報や行政情報の収集、図書館情報の発
信及びホームページ等の充実

実施 実施 5 予定通り実施できた。 現状を維持する。 図　書　館

○パソコン等を利用しない方など情報弱者への、自動応答電話による情報提
供の継続

実施 実施 5 予定通り実施できた。 現状を維持する。 図　書　館

○レファレンスサービス対応のため、県、地区等の研修会に積極的に参加 1回 0回 4

新型コロナウイルス感染症対策のため
県の研修会に参加することはできなかっ
たが、研修課題に取り組むことにより、レ
ファレンスに関する知識を習得すること
ができた。

図書館協力レファレンス掲示版などを用
いて県内の他館と協力し、レファレンス
サービスの向上に努める。

図　書　館

○視覚障害者の読書推進のため、録音資料を3点作成 3点 6点 5

利用者と電話でのコミュニケーションを重
ね、また、朗読ボランティアの協力を得
て、全国の図書館等に所蔵の無い録音
図書(デイジー図書）を作成、提供するこ
とができた。

今後も利用者の方たちとコミュニケーショ
ンを重ね、要望に合ったものを作成・提
供できるように努める。

図　書　館

〇ボランティア育成研修会を開催（年1回） 1回 - 4

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため大規模な研修会は開催することはで
きなかったが、既存の各ボランティアグ
ループごとに勉強会を行い、読み聞かせ
の知識を習得することができた。

新たなボランティアの育成に努める。 図　書　館

（１）社会教
育環境の
充実

①社会教
育の機会
の充実

②資料の
収集・提供
の充実

③社会教
育に関する
情報の提
供の充実

4.6

(4.7)
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○「おはなし会」を全館で延べ350回開催 350回 89回 4

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため、実施回数は少なかったが、おはな
し会を開催する際には感染対策を行い、
安心して参加できるよう工夫した。常連
の子どもの他、新規の参加もあり、多くの
子どもたちがおはなし会を楽しんでくれ
た。おはなし会中止に伴う代替事業とし、
「おうちでおはなし会おたのしみセット」
「おすすめ絵本３冊セット」などによる児
童書の貸出を行い、読書活動推進に努
めた。

今後も、より多くの子どもたちに参加して
もらえるよう、努めたい。 図　書　館

○運営にかかわるボランティア募集と市民参加による運営の推進 実施 実施せず 4

新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策のため新規のボランティア募集はでき
なかったが、他市の状況について情報収
集を図り研究に努めた。また、ひばり教
室の生徒にボランティアとして参加しても
らい市民参加の推進を図ることができ
た。

今後も実施に向けて検討していく。 図　書　館

○利用促進事業の開催 40回 40回 5

指定管理の提案事業の2本柱「電子図書
館導入」「図書館を使った調べる学習コ
ンクール」の市内事務局として目標以上
の実績を残した。また、コロナ禍向け事
業として「読書の木」を発案し市内4館す
べてで多くの利用者に参加していただけ
た。感染症予防策による開催延期事業も
あったが「歴史講座　渋沢栄一」はタイム
リーな内容で参加者の方々に大好評で
あった。児童向け事業「おたのしみ会」は
すべて中止になったが「おたのしみ袋」
「フォトブース」設置など分散型代替事業
に切替え実施した。（西武分館）
自主事業の実施回数については、新型
コロナウイルス感染症拡大防止のため
中止を余儀なくされたが、「五節句飾りと
お正月の迎え方」等、実施した講座で
は、感染防止対策をとりながら図書館利
用に供することができた。また、代替事
業として「クリスマスおたのしみ袋」を用
意し集客しない方法をとり貸出につなげ
た。（金子分館）
おたのしみ会や各種講座等は、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止のため中止
や延期となったが、映画会、試験前臨時
学習室に加えてハロウィンや福袋等の代
替事業が実施できたので、実施回数とし
てはやや減少という程度を維持すること
ができた。（藤沢分館）

現状を維持する。 図　書　館

〇「文学講演会」や「おたのしみ会」を開催
文学講演会：100回
おたのしみ会：6回

- 4

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため開催できなかったが、代替として、少
人数での「おはなし会スペシャル」や非集
合型事業「おたのしみ袋」「おすすめ絵本
３冊セット」等を行った。

継続して実施する。 図　書　館

〇「図書館だより」を年4回発行 4回 4回 5

目標通り4回発行できた。
電子図書館やブックツリーなど、図書館
で行っている事業を詳しく載せることがで
きた。

今後も、図書館の情報や魅力を伝えられ
よう、記事の内容を充実させていきたい。

図　書　館

〇子ども読書推進策として「あれこれブックガイド」の配布(市内の全児童に配
布)や「読書ラリー」の実施

1回 1回 5

あれこれブックガイドについては市内の
全小学校に配布することができた。
また、読書ラリーについては全館で工夫
を凝らした企画を考え、児童たちが喜ぶ
景品（とんちゃんカード）を用意し、実施
することで、多くの児童に参加してもらう
ことができた。

継続して実施する。 図　書　館

(4.6)
（１）社会教
育環境の

充実

①社会教
育の機会
の充実

②資料の
収集・提供
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③社会教
育に関する
情報の提
供の充実
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

〇本館閲覧席開放事業を継続（本館閲覧席利用者１日15人） 15席 10席 4

緊急事態宣言やまん延防止等重点措置
により、部分開館となった期間があった
が、令和3年4月～7月と10月～現在まで
夜間開館を実施した。

継続して実施する。 図　書　館

○視聴覚ライブラリーを活用した映画会を年24回開催 24回 - 3

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため開催ができなかったが、プロジェク
ターと新たなDVDを購入し、開催に備え
た。

継続して実施する。 図　書　館

○図書館運営の自己評価及び図書館協議会による外部評価と市民への公表 1回 1回 5 計画通り実施できた。 現状を維持する。 図　書　館

○指定管理者との連携・協力による本館と分館に差異のないサービスの提供 2回 2回 5 計画通り実施できた。 現状を維持する。 図　書　館

○図書館ホームページを適宜更新し、最新情報を提供 12回 12回 5
更新が遅れることはあったが、毎月1回
システム担当による各ページのチェック
を行い、情報の刷新を図った。

必要に応じて、チェック項目の更新を図
る。

図　書　館

○コミュニティFM放送、ＣＡＴＶでの図書館情報と資料紹介
コミュニティFM：50回
CATV：12回

コミュニティFM：53回
CATV:5回 4

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため開催ができない事業が多く、CATV
への出演回数が目標に達しなかったが、
電子図書館の開始や臨時休館等の重要
なお知らせについては、広報することが
できた。

今後も出演回数の確保に努めたい。
図　書　館

○「広報いるま」に図書館トピックス特集記事を掲載 1回 1回 5
特集記事で、電子図書館について紹介
ができた。

今後も担当以外にもアイディアを聞きき
ながら特集記事の内容を決めたい。

図　書　館

○高齢社会に対応した学習機会の提供 14事業 4 公　民　館

○健康づくりを推進する学習機会の提供 29事業 5 公　民　館

○環境への意識を高める学習機会の提供 13事業 4 公　民　館

○安心・安全な暮らしのための学習機会の提供 1事業 3 公　民　館

○人権への意識を高める学習機会の提供 10事業 4 公　民　館

○その他学習機会の提供 1事業 3 公　民　館

○公民館運営の自己評価及び公民館運営審議会による外部評価と市民への
公表

評価と公表の実施 1回 4
公民館運営の自己評価及び公民館運営
審議会による外部評価はできたが、市民
への公表ができなかった。

公　民　館

○公民館ホームページ、公民館だより等を活用した学習情報の提供 公　民　館

〇地域情報（団体情報、地域のトピックス等）の収集、発信 公　民　館

○図書、地域資料等の整備、提供 公　民　館

コロナ禍において、年間を通して計画し
ていた様々な事業が実施できなかった。
新たな事業展開を検討する必要がある。
また、コロナ禍における公民館だよりなど
紙媒体での情報発信は、制限があり見
直していく必要がある。ホームページや
フェイスブックをより効果的に活用し情報
発信していく必要がある。

3.9

公民館フェイスブックを月1回以上更新・
公民館だよりを月1回以上発行した場合2
点、地域情報を収集し、公民館だより等
で発信した場合2点、図書、地域資料等
を整備し提供した場合1点の5点満点

学習情報、地域の情
報等の充実

学習情報の提供

第１項　社会教育の充実

実施内容、関係機関等の専門性を活か
した事業実施、参加者数、参加者の満足
度から算出

4

左の学習課題を積極
的に取り上げ、参加
者の満足度が高い事
業を実施する

(4.6)
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育環境の
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○ＰＴＡ家庭教育学級の支援
小中学校27校PTAが
家庭教育学級を年間
4～5回開催する

10校が1回、11校が2
回開催した。6校が未
実施。

4
新型コロナウイルス感染症対策を行いな
がら21校で1回～2回家庭教育学級を実
施した。

新型コロナウイルス感染症拡大の中、い
かに安全に実施することができるか課題
となっている。また、飲食を伴う講座がで
きないなど、実施内容についても限られ
てくるため、対策が必要である。

社会教育課

〇いるまキッズアカデミーの実施 1回
1回（参加申込者に
DVD配付） 4

実施に向けてチラシの作成等準備を進
めていたが、新型コロナウイルス感染症
の影響で開催は中止した。代替措置とし
て、教材DVDを作製し参加申込者に配付
した。

楽しみながら学習することを目的として
事業を実施しており、今後も多くの児童
生徒が興味を持つようなテーマを検討す
る。

社会教育課

○小中学生を対象とした「こどもお茶大学」の開催 延べ60人 中止 3

新型コロナウイルス感染症の影響で事
業が中止となった。なお、次年度以降も
会場参加型の事業として実施できない場
合を想定し、代替開催の方法を検討し
た。

継続して実施する。 博　物　館

○市民や関係機関・関係団体との事業を実施 10事業 5事業 4

イベントや講座などの事業は新型コロナ
ウイルス感染症の影響で中止となったも
のもあったが、協力体制は継続してい
る。

継続して実施する。 博　物　館

○博物館ボランティア会との協働による「夏休み親子で楽しむ遊びの広場」、
「『むかしのくらしと道具展』関連イベント」等を実施

10事業 中止 3

イベントは新型コロナウイルス感染症の
影響で中止となったが、協力体制は継続
している。なお、次年度以降も事業が実
施できない場合を想定し、代替の方法を
検討した。

継続して実施する。 博　物　館

○子どもたちの体験を重視した「むかしのくらしと道具展」の開催 6,500人 3,497人 5

実物資料・写真等の展示に加え、むかし
のくらしをわかりやすく描いた「思い出
画」の原画を多数展示した。情勢を考
え、参加型の体験に代えて職員による道
具の実演を行ったほか、短い動画コンテ
ンツを制作・配信した。また、来館できな
かった小学校への資料貸出も行った。

今後も魅力ある道具展を実施していきた
いが、実施形態について検討が必要。

博　物　館

○展示室・茶室等を活用した学校授業の実施（市内全小中学校対象） 27校 27校 5

新型コロナウイルス感染症拡大防止策
を取りながら今年度は実施した。一部の
学年で新型コロナウイルス感染症による
学年閉鎖があり博物館学習が出来な
かった。

今年度の学校授業の受け入れ方法を検
証して、改善していく。

博　物　館

○「むかしのくらしと道具展」を活用した学校授業の実施（市内小学校16校
受入）

16校 11校（市外含む） 5

実物資料・写真等の展示に加え、むかし
のくらしをわかりやすく描いた「思い出
画」の原画を多数展示し、描かれた場面
について考えながら鑑賞してもらった。情
勢を考え、体験ではなく職員による道具
の実演や、道具の用途を考えてもらうク
イズを実施した。一部、新型コロナウイル
ス感染症による学年閉鎖の影響で来館
できない学校があったが、これを補完す
るため資料の貸出も行った。

今後の学校授業の受け入れ方法を検討
していく。

博　物　館

○学校への「出前授業」の実施や資料の貸出 5回 3回 4

令和2年度は新型コロナウイルスの影響
で中止していた博物館授業が令和3年度
より再開したこともあり、「出前授業」につ
いては回数が減少した。お茶や歴史に関
する授業を3校で実施した。また、戦争時
のくらしに関する貸出資料は、1校の利用
があった。

人数に限りがあるので、学芸員が対応す
る学校利用は、極力来館していただける
よう調整したい。並行して動画配信等の
活用を検討していくほか、貸出用資料
セットの開発を進め、さらなる利用件数
の増加につなげたい。

博　物　館

○図書館見学(小学校3年生)、図書館利用教室（小学校2年生）を市内全校で
実施

16校 - 5 4.6

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため実施できなかった。
代替えとして、図書館の利用方法などを
紹介するDVD「図書館にいこう」を作製
し、市内全学校に配布し、視聴してもらっ
た。

図書館を実際に見学することによって、
より図書館に親しみをもってもらい、利用
促進につなげていけるよう今後も努めて
いく。ただし、図書館見学の実施は、学
校の意向にもよる。　図書館利用教室の
実施は学校の意向にもよるが、利用教
室を通じて、図書館に興味を持ってもら
えるよう今後も努めていく。

図　書　館

4.0

4.1

第１項　社会教育の充実

（２）家庭・
地域の教
育力の向

上

①乳幼児
の親を支
援する事
業の充実
②小中学
生の親を
支援する
取り組み

③家庭・学
校・地域等
の連携の

促進
④団体支
援の充実
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○子どもたちを対象とした「プチ１日図書館員」を実施 96人 - 4

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため開催できなかったが、図書館を知
り、親しみを感じてもらうため、図書館だ
よりで図書館のサービスを紹介したり、
子どもを対象としたぬりえ展を行ったりし
た。また、ひばり教室の児童生徒に図書
館の仕事の体験をしてもらうことができ
た。

継続して実施する。 図　書　館

○学校図書館ボランティア育成のための研修会の開催 50人 - 4

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため開催できなかったが配本サービス等
で、各学校図書館と連携を図ることがで
きた。また、学校のボランティアには団体
貸出で読み聞かせ等の本を提供するこ
とで育成に努めた。

今後も継続して実施していく。 図　書　館

○移動図書館車の学校への定期的な巡回を継続 8校 8校 5
まん延防止等重点措置に伴い運休も
あったが、概ね学校巡回に当たっては、
通常どおり配車できた。

各学校での移動図書館車の配車時間が
合わない学校もあるが、毎年、配車時間
を一部調整しながら運行している。

図　書　館

○市内の小学校、中学校、高校の図書担当教諭との情報交換会議を開催 1回 - 5

新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策のため会議は開催できなかったが、団
体貸出や共催で本の展示（イチオシ本）
等を行い、情報交換と連携に努めた。

今後とも連携を図っていきたい。 図　書　館

〇配本サービスによる学校等へのサービスを継続（30,000点） 30,000点 26,797点 4
目標の設定が高すぎた面もあるが、目標
に大きく届かなかった。

作業人員が厳しい状況であるが、分館の
協力を得ながらサービスレベルの維持に
努める。

図　書　館

○全庁的な子育て支援策の一つとしてブックスタート関連事業の継続 12回 - 5

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため対面での事業は実施できなかった
ため、赤ちゃん向け絵本のリストを作成
し、BCG予防接種時に乳児の保護者に
配布し、子育て支援に努めた。

今後も継続して実施していく。 図　書　館

○庁内関係各課所等との連携協力による事業（平和祈念資料展、いるま環境
フェア、いるま子育てフェスティバル、ノンビリこそだてひろばまつり等）を実施

9事業 6事業 5

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため実施できない事業もあったが、「平
和祈念資料展」「認知症ブックフェア」「児
童虐待防止関連展示」を共催することが
できた。また、新たに「茶の都出前講座
（読み聞かせ）」「埼玉県１５０周年記念に
係る図書展示」(埼玉県との連携）を実施
することができた。

今後も継続して実施していく。 図　書　館

〇「おとなのための朗読会」（１回）、古典朗読会（10回）を各種団体との協力で
開催

おとなのための朗読
会：1回
古典朗読会：10回

おとなのための朗読
会：0回
古典朗読会：2回

4

新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため開催できなたっかこともあるが、各
種団体と連絡を取り合い、今後の会の方
向性について検討することができた。

今後も継続して実施していく。 図　書　館

○地域の力を生かした子育て支援事業の実施 20事業 5 公　民　館

○家庭教育向上のための学習機会の提供  1事業 3 公　民　館

左の学習課題を積極
的に取り上げ、参加
者の満足度が高い事
業を実施する

実施内容、関係機関等の専門性を活か
した事業実施、参加者数、参加者の満足
度から算出

現在、実施している子ども居場所づくり
事業をボランティアの協力を得ながら実
施していくほか、地域ぐるみで子どもを育
てる社会を目指し、活動する団体を支援
していく必要がある。
地域で活動する団体と協力しながら、親
子で参加できる事業を通して親同士が交
流できる場を提供していく必要がある。
コロナ禍において、計画していた様々な
事業が、年間を通して実施できなかった
ため、新たな事業展開を検討する必要が
ある。

①乳幼児
の親を支
援する事
業の充実

②小中学
生の親を
支援する
取り組み

③家庭・学
校・地域等
の連携の

促進

④団体支
援の充実
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○令和4年成人式の開催 計画どおり実施
式典は、3部制から5
部制へ変更して実
施、出席率71.4%

5 5.0

出席率は71.4%であった。
式典の3部制から5部制への変更やオン
ライン同時配信など新型コロナウイルス
感染症拡大対策を講じて実施した。

安心、安全な式典が開催できるよう情報
提供・情報発信に努める。

社会教育課

○青少年の豊かな心を育む事業の実施

左の学習課題を積極
的に取り上げ、参加
者の満足度が高い事
業を実施する

70事業 5 5.0
実施内容、関係機関等の連携による事
業実施、参加者数、参加者の満足度か
ら算出

青少年体験事業は、地域のボランティア
や関係団体との連携による事業の企画
を引き続き検討していく。事業を実施する
スタッフの確保が十分ではないため、関
係団体と協力しながらスタッフを育成す
る必要がある。地域の団体が主体となる
事業については、地域交流・世代間交流
につながる事業として協力していく必要
がある。
コロナ禍において、計画していた様々な
事業が、年間を通して実施できなかった
ため、新たな事業展開を検討する必要が
ある。

公　民　館

○指定文化財の新規指定に向けた審議の実施（3回） 3回実施 2回実施 5

新型コロナウイルス感染症の影響等もあ
り、現地視察を含め十分な会議は開催で
きなかったが、各委員間で積極的な意見
交換を行うことで、指定文化財の選定に
つなげることができた。また、旧石川組製
糸西洋館、旧黒須銀行の保存活用に対
して貴重な意見をいただき、今後の計画
に生かすことができた。

各分野の専門委員の意見をもとに調査・
研究を行い、文化財の価値を高めること
で、保存につなげていく。また、活用に関
しても積極的に取り組んでいく必要があ
る。

博　物　館

○指定文化財保存事業への支援（事業計画数1件） 1件 3件 5

当初の計画事業については、コロナ禍の
影響等もあり、事業主体者から事業取り
止めの申し出があったことから、実施に
至らなかった。しかし、年度途中で成立し
た国補正予算による文化庁補助金を活
用することで、新たに2件の指定文化財
保存事業について、支援を行うことがで
きた。

各種補助金、助成金の情報を適格に把
握するとともに、保存が必要な事業に対
しては、所有者等と緊密な連携を取るこ
とで、適切な支援に努めていく。

博　物　館

○指定無形民俗文化財保持団体の後継者育成事業を支援（6団体） 6団体 6団体 5

指定無形民俗文化財等の保持団体が行
う後継者育成等の事業に対して、支援が
必要な6団体へ補助金を支出し、文化財
の保存を図ることができた。

新型コロナウイルス感染症の影響で無
形民俗文化財等の保持団体は思うよう
な後継者育成の活動を行うことができて
いない。このため支援が必要な団体につ
いては、国補助金等の活用により、更な
る運営の支援を行っていく必要がある。

博　物　館

○文化財講座、文化財防火訓練の開催（計5回） 5回 2回 4

新型コロナウイルス感染症拡大の影響
により、事業を縮小または中止せざるを
得なかった。6月と11月に公民館との共
催による文化財めぐりを実施し、文化財
の保護啓発を行った。また、2月の文化
財防火訓練は中止となったが、広報事業
を通じて、文化財の防火意識を向上させ
ることができた。

感染症対策を講じながら、身近な文化財
の紹介を通じて、日常的に文化財に親し
む環境を整備していく。また、公民館や
図書館等と連携することで、より多くの市
民に文化財に関心を持ってもらう場をつ
くり、文化財の保護啓発につなげていく
必要がある。

博　物　館

（３）青少年
教育の充
実

①体験機
会の充実

②居場所
づくりの充
実

③青少年
関係団体
の支援の
充実

④青少年
を対象にし
たスタッフ
及びリー
ダー養成

（４）文化財
保護・活用
の充実、伝
統文化活
動団体の
育成支援

①指定文
化財の保

護

②文化財
保護啓発
事業の実

施

③近代化
遺産の保
存・活用

④埋蔵文
化財の保

護

⑤伝統文
化活動団
体の支援
の充実
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第１項　社会教育の充実

53



施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

〇西洋館公開活用事業の実施（入館者数3,000名） 3,000名 2,944名 5

新型コロナウイルス感染症の影響で、予
定していた一般公開や各種事業が中止
となった。それでも建物の一般公開は延
べ43日間、西洋館の魅力を生かした主
催・共催事業を計9事業実施した。入館
者は、一般公開で2,455人、他の事業で
489人、延べ2,944人であった。コロナ禍
にあって、少しでも多くの人に西洋館のこ
とを知ってもらえるような事業を行い、保
存活用につなげることができた。

感染症対策を講じながら、一般公開や
様々な事業を実施することで、継続的に
西洋館のＰＲと保護啓発を図っていく必
要がある。また、各事業を通じて、令和3
年度から設置した「入間市文化財保存活
用基金」への周知を図り、将来的な西洋
館の保存につなげていくことも重要であ
る。

博　物　館

○旧黒須銀行公開事業の実施（6回） 6回 12回 5

渋沢栄一を主人公とするNHK大河ドラマ
『青天を衝け』の放送が開始したこともあ
り、令和3年度は公開日を増やして対応
した。臨時公開日も含め12日間の公開
日を設定し、公開日の見学者は述べ
1,571名であった。公開日以外に47名の
団体見学者も受け入れ、1年間の来場者
数としては集計を始めてから最高となっ
た。今年度から開始したオリジナルグッ
ズの販売も好評であった。また、修復後
の活用方法の検討に活かすため、10月
の公開日より、保存活用に関する来場者
意見の収集も開始することができた。

復元改修工事の実現に向け、財源の確
保や修復後の活用方法・運営方法を具
体化していく必要がある。公開日や関連
する各種イベントに新たな試みを加えな
がら、建物の将来的な活用の可能性を
幅広く考えていく必要がある。国内各所
の渋沢栄一関連施設・団体と連携し、
「道徳銀行」としてのアイデンティティを強
化することも重要である。また、令和3年
度から設置した「入間市文化財保存活用
基金」に関する周知を続け、財源確保に
つなげていくことも重要である。

博　物　館

○旧黒須銀行改修工事に係る実施設計の完了 完了 契約期間を延長 4

令和2年度に完了した「基本設計」、同じ
く策定した「旧黒須銀行保存活用基本計
画」をもとに、「実施設計」を行った。しか
し、事業の方向性を再検討する必要が生
じたこと、新型コロナウイルス感染症の
影響による業務委託の遅延の発生等
で、年度内に事業を完了することができ
なかった。なお、事業は令和4年5月末に
完了する見込みである。

旧黒須銀行の保存活用の方向性を早急
に検討し、実施設計を活かした復元改修
工事の事業化を進める必要がある。

博　物　館

○埋蔵文化財の調査及び報告書の刊行（全調査箇所） 報告書刊行 報告書刊行 5

開発に先立つ試掘調査を13件実施し、
遺跡の所在確認と適切な保存に努め、
調査結果を調査報告書として刊行するこ
とで、市民の埋蔵文化財への関心を高
め、保護につなげることができた。

継続的に試掘・発掘調査等を実施してい
くことで、市内の埋蔵文化財の保護を
図っていく。また、調査した遺跡等の情報
を市民へ発信するように努める。

博　物　館

○地域の伝統文化を守り育む事業の実施

左の学習課題を積極
的に取り上げ、参加
者の満足度が高い事
業を実施する

 3事業 4 4.0
関係機関等の連携による事業実施、参
加者数、参加者の満足度から算出

地域の伝統文化を守り育む事業に取り
組んでいるものの、取り組みが十分とは
言えない。郷土芸能の発展と普及のた
め、団体を支援するとともに、地域の伝
統文化の魅力を伝えられるような事業に
積極的に取り組んでいく必要がある。
コロナ禍において、計画していた様々な
事業が、年間を通して実施できなかった
ため、新たな事業展開を検討する必要が
ある。

公　民　館

第１項　社会教育の充実

（４）文化財
保護・活用
の充実、伝
統文化活
動団体の
育成支援

①指定文
化財の保

護

②文化財
保護啓発
事業の実

施

③近代化
遺産の保
存・活用

④埋蔵文
化財の保

護

⑤伝統文
化活動団
体の支援
の充実

(4.7)
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施策 主な取り組み 実施事業（評価対象事業） 事業目標（数値目標） 事業実績（数値実績） 事業評価点数 施策平均点数 事業評価点数の主な理由 課題及び改善点 担当

○常設展示室の改修計画の進展 研究の進展 進展あり 5

常設展示室改修によって削減できる事
業予算を洗い出し、実施計画に計上した
ところ、令和4年度実施の査定を得た。

査定された予算の範囲で、より充実した
常設展示室の改修ができるように計画し
ていく必要がある。

博　物　館

○博物館レストラン厨房設備第1期改修工事 実施 実施 5
計画どおり工事を実施することができ
た。

更新が必要な設備については、計画的
な改修ができるように努めていく。

博　物　館

○図書館情報ネットワークシステムの安定的運用を行うため、運営体制を整備 0回 0回 5
利用者に影響が及ぶシステムダウンは
発生しなかった。

今後とも適切な運用を心掛けるとともに、
不具合発生時に迅速な対応が取れるよ
う情報共有を図る。

図　書　館

○埼玉県西部地域まちづくり協議会図書館部会を3回開催 3回 2回 5

緊急事態宣言のため2回は書面会議と
なったが、1回目は対面での会議が実施
でき、情報共有は図れた。

現状を維持していく。 図　書　館

○西武分館一般開架ホール空調工事 1件 2件 5
一般開架ホールと2階会議室Ｃの空調設
備改修工事を実施した。

引き続き、館内設備の更新に努める。 図　書　館

○ 住民の多様な生涯学習活動に対応した施設整備の充実
（1）黒須公民館、久保稲荷公民館、藤沢公民館調理室のガスコンロ修繕
（2）公民館空調設備修繕
（3）公民館給排水設備修繕
（4）公民館衛生設備修繕
（5）公民館受変電設備修繕
（6）公民館電灯設備修繕
（7）公民館昇降機設備修繕
（8）公民館消防設備修繕

5 公　民　館

○バリアフリー化、環境等に配慮した計画的な施設整備の推進
（1）温水洗浄機能付洋式トイレ設置工事
（2）トイレ手すり設置工事

5 公　民　館

政策４　社会教育　
第２項　社会教育施設等の整備

5.0

5.0

5.0

工事・修繕については、施設の老朽化に
対し、対応が追いついていないのが現状
であるが、公共施設マネジメント事業計
画と整合性を図りながら、限られた予算
の中で優先度を判断し、緊急性の高いも
のから順次に実施していく。
公民館のバリアフリー化対策として実施
しているトイレの洋式化については、毎
年計画的に実施していく。

限られた予算の中で、優先度の高いもの
の実施ができた。

施設修繕60件
洋式トイレ設置工事
（扇町屋公民館、高倉
公民館、西武公民館）
空調設備改修工事
（東藤沢公民館）

工事・修繕を実施する

（１）施設の
充実・最適

化

①博物館
施設の充

実

②図書館
施設の充

実

③公民館
施設の充

実
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